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反省文 

 
 

このたびは、【10 月 15 日の朝の打合せに無断で 30 分遅刻した】ことにより、【課の皆

様】に多大なご迷惑をおかけし、誠に申し訳ありませんでした。 

原因は、【前夜に目覚まし時計の設定を確かめなかった】ことにあり、私の不注意によ

るものです。深く反省しております。 

今後は、【前夜に目覚ましを確かめ、始業 15 分前に出社する】ことを徹底し、二度と同

じことを繰り返さないよう努めます。 

ここに反省の意を表し、本書を提出いたします。 
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